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作研が業を創めてから速くも拾年近くに成った｡其間随分ミ紆除曲折が有ったけれ曽も､兎

も角役員数人及び数拾の職工で有ったものが数拾人で数百の職工を見る様になり､姐御ま亦頓に

急進的で数百の俊才が数千の職人ミ共に毎日一つの屋根の下に相見ゆるに至った｡勿論遠からす

数千の篤畢家が一国に成るものミ思ふし左様なくてはならない筈で有る｡昔毛利元就で有ったか

其小児を戚むるに弓の矢を以てし一本一本だミ容易に手折れるが是れを重来にするミそんなに折

れ易くはない､汝小供等も必ず心を合はして漫りに埴に開いではいけないミか日ふたミ開く0此

事盲喚い話で有るけれ℡も吾々の場合にも正にフトットするミ思ま即ち一家に限ぎらず一国髄進

んでは一国家も其強弱は能く重来になって居るか､なって居らないかに依るミ息はれる0吾々も

亦能く童束になって圏結をして益々弓呂固ならしめ度い｡本日立評論は各宝本立ちなる意見を宝束

にするの用に供したいものミ思はれる､殊に秀英の人千百を以て教ふる状態だから此れが夫々萱

木立ちで有るか能く宝束になって居るかば社内は無論の事嘗に国家の盛衰にも影響する｡喝米等

の状態を見るミ甚だ能く統一せられて居るらしい0製作家ミ 要家ミ貫徹せる意見の統一が有る

事及び製作家等自身の内輪に於ても決して区々別々の意見を有するものではないらしい0余輩の

廉くもない範囲の智識が度々叩論乙駁の記事を見る事が有る碍人の論 は殊に徹底的で有る様に

思はれる｡本誌は以て多くの気鋭人士の説をフォージし亦レフアインするに足らしめたい0つま

り米国電気工師令誌及びGE評論を併したろが如き形に進み斯くして社内の啓螢及び園内のリー

グーに成って欲い｡新特許を紹介する事､新発見の研究事項を嚢表する事､｢カストマー｣の意見

の貫徹を計る事､其他多くの人が知って欲い所信を螢表する事､誤読を駁する事等は誌上を以て

するを便ミするかミ思ふ｡蓋し進歩攻割ま斯くの如くして得られるだらう各員奮励一番努力して

此の希望を水泡ミならざらしめよ｡




